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おこっぺと
島根県・浜田市立旭中学校・３年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おかもと),岡本)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はる),陽)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),菜)
　私の住んでいる町の学校では毎月、給食に一つ、コッペパンが出される。私たちはそのコッペパンを「おこっぺ」と呼んでいる。可愛らしい名前だが、少しばかり量が多いので食べる時に苦戦することもある。
　そんなおこっぺは刑務所に入っている受刑者の方が作られている。「何故、パンを作るのか」というのは、社会に出たときに職となる技術を刑務所でつけておいて、職がないことから再犯するという負のスパイラルから抜けだす手助けになっているのではないかと思う。実は建物の名前が「島根あさひ社会復帰促進センター」というもので、その名の通りのことを行っていると教わった。パン作りの他にも農業関係や伝統的工芸品、盲導犬の育成など色々なことを学んでいるらしい。
　ある時、おこっぺを作ってくださっている受刑者の方達に手紙を書くというものがあった。皆、思い思い文を綴った。中にはおこっぺの美味しい食べ方を質問する人もいた。私は、おこっぺを作ってくださることへの感謝と味の感想を書いた。全校生徒が思いを乗せた。
　返事が、来た。それも一人一人手書きで。私は思いをまとめた文一枚が来ると思っていたが、あたたかみのある手書きで返ってきた。一つ一つに目を通していくと、どの手紙もあたたかいものばかりだった。中には逆に、私たちに感謝しているものもあった。こういう風な手紙を見ると人間味があるなと感じる。私はどこか縁遠い存在だと思っていたのかもしれない。でも、それは間違いで人間はどこかで繋がっていて助け合いながら生きているのだと思う。人生で寄り道をして穴に落ちた人を助けてくれる人はいる。さしのべられた手を前に自分がいかに努力をするのかが大切なのではないか。努力をしている間に、冷たい目を向けるのではなく応援する気持ちで見守るというのが簡単そうに見えて難しかったりする。人の心は何色でも染まるので他方面で努力をしてみる価値はあると思う。
　刑務所によって旭町は消滅集落にならずにすんでいる。私のクラスの三分の一は親が刑務官の子だ。刑務所が出来て、そこに家庭をもっている人が働きに来るとだんだんと栄えていく。複雑な気持ちになったが、これで社会は回っているのだ。
　犯罪に対しての考えは良いものではない。だが、犯罪を犯した後頑張って社会へまた戻ろうという意志を持っている人を悪く言うのは違うと思う。「社会に戻る」というのは二度目はないという思いの現れだと思う。更生して残りの人生を生きてやるという人の気持ちは潰すものではなく尊重すべきことではないだろうか。
　明るい社会というのは誰もが手をさしのべられる環境のことではないだろうか。一人は皆のために、皆は一人のためにという言葉を忘れているのではないか。だが、刑務所によって助かっている町もあるのが事実。天秤にかけた時に何を取るかで未来は変わる。
　一人一人が明確に、「私はこんな社会にしたい！」と言えるようになるのが第一歩だと私は思う。おこっぺのようにやさしい世の中へ。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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